


































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































― 24 ― ― 25 ―
革命の目前の否定的現象にもかかわらず、革命がその究極の真理を導くところに
存在した。ゆえにキリストは究極の真理のために奮闘する十二人の赤衛軍兵士の
行動を、その破壊的行動も含めて（なぜならそれは建設的行動と不可分であるか
ら）、嘉し、先頭に立った。
　このことについて、「ブローク･片上伸と1926年～29年頃の魯迅についての
ノート（上）　附：魯迅訳『亜歴山大･勃洛克』」（『大分大学経済論集』第36巻第
5号、1985･1･20、のちに『魯迅探索』〈汲古書院、2006･1･10〉の第11章に所収）、
「ブローク･片上伸と1926年～29年頃の魯迅についてのノート（下）」（『大分大学
経済論集』第36巻第6号、1985･2･20、のちに『魯迅探索』〈汲古書院、2006･1･10〉
の第11章に所収）で述べたことがある。
*28：ラディック（Radek、1885-1939）、国際的に活躍したソ連の革命家。訳者は
「訳者志」として次のように記す。
「ラディック（Karl Radek）はかつてソビエト政府および党の幾多の要職につく。
現在、モスクワ中山大学学長。この文章は今年〔1926年―中井注〕6月16日の
ロシア『プラウダ』に発表された。もっぱら二人の青年文学者の自死のために
つくられたものである。」（『中国青年』第6巻第20, 21期〈第145, 146期〉合刊、
1926･12）
